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研究成果の概要（和文）：女性の就業促進、具体的には、①非労働力から労働力への移動の促進、②既に就業中の母親
の場合は、彼女達の労働時間の延長や機会の拡大、などを推進するために、パートナーである男性の働き方を変えるこ
とが、どの程度影響があり効果的な政策であるかを分析した。その一環として、育児や家事分担に関して、父親がフレ
ックスタイムの様な柔軟な働き方をする場合の変化について分析した。さらに、労働条件に対する選好が男性と女性と
で異なることを考慮した均衡サーチモデルを構築し、そのモデルに基づいたシミュレーション分析により、男女の労働
時間の違いによってもたらされる企業の生産性、及び、労働者の人的資本形成への影響を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project studies the relationship between paternal and maternal employment 
and well-being of their children. Specifically, we examine to what extent changing husbands' working 
system would be useful and effective to facilitate women's participation in labor market.
I also develop an equilibrium search model to explain gender asymmetry in occupational distribution. 
Workers' utility depends on salary and working hours, and women have a greater aversion to longer working 
hours than men. Simulations indicate that women crowd into shorter-hour, lower-paying jobs than men. If 
employers discriminate against women, offers are tailored more toward the working-hour preferences of men 
by requiring longer working hours. Similarly, if women have a disutility factor in their utility toward 
positions with a higher proportion of men, fewer women work at these jobs. In both cases, gender 
segregation is reinforced.

研究分野： 労働経済学

キーワード： 労働経済学
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１．研究開始当初の背景 
我が国が、少子高齢化の下、活力ある経済

社会を実現するためには、女性労働力をさら
に幅広く有効に活用することが必須の課題
である。しかしながら、多くの女性は、就業
と育児・家事の両立を求めて転職することに
よって蓄積した人的資本を喪失することが
多く、それが加齢に伴っての男女間賃金格差
の拡大をもたらしている可能性が高い。従っ
て、この実態に対応し幅広い有効な活用を促
進するために、企業の女性継続雇用への一層
の支援が求められている。そのため、企業が
勤務形態を柔軟化することができるか、柔軟
化することで女性の人的資本の喪失をどの
程度抑制することができるかを検証するこ
とが雇用政策上重要である。 

 
２．研究の目的 
本研究は、マイクロデータをもとに、女性

の就業と育児・家事の両立を実現するために
は、どのような勤務形態が必要かを検証する
ものである。 
さらに、男女間で労働条件に対する選好が

異なることを考慮した均衡サーチモデルを
構築し、企業における労働時間・勤続形態が、
企業生産性、及び、労働者の人的資本形成へ
与えている影響をシミュレーション分析す
る。 

 
３．研究の方法 
本研究は、第１の課題として、出産前後の

女性の労働条件や仕事内容の変化を、「雇用
と子育てに関するパネル調査（Longitudinal 
Survey on Employment and Fertility; 
LOSEF）」を用いて分析する。 
本研究の第２の課題として、男女間で労働

条件に対する選好が異なることを考慮した
均衡サーチモデルを構築し、企業と労働時
間・勤続形態が、企業生産性と労働者の人的
資本形成へ与えている影響を分析する。 
 

４．研究成果 
本研究の第１の課題の主な分析結果は以

下の通りである。 
（１）女性は出産後、育児という新たな負

担の下で就業するという難しさがあるだけ
でなく、母親としての母乳育児期間や子供の
習い事などの子供の育成活動に幅広く影響
がある。 
（２）母親はフルタイム就業をすると高い

賃金が得られるが、就業時間が長いことが送
迎を要する子供の習い事等の阻害要因とな
っている。 
（３）母親の仕事への復帰が出産後 1年以

内だと子供への母乳育児期間が短くなる。一
方、父親がフレックスタイム制などより柔軟
な働き方をすると、父親は家庭において母乳
育児などの面でより母親を支援できる。 
特に、この第（３）点は海外の既存研究に

もない新しい知見であり、男性のフレックス

タイム制拡充が女性の社会進出や子供の育
成のために有効な政策であることを強調す
る成果である。 
本研究の第２の課題の分析結果としては、

（１）まず、新たに構築したサーチモデルの
定常均衡では、短い労働時間を提供する仕事
においては女性比率が高く、それを提供しな
い仕事では男性比率が高いことを示した。
（２）そして、シミュレーション分析により、
企業が提供する仕事内容が女性の好む労働
条件だと、その仕事からの女性の転職確率が
減り、人的資本蓄積を促進する一方、企業の
生産性が下がる可能性があることを示した。 
本研究で、母親の就業のみならず、父親の

働き方の家庭への影響を併せて分析するこ
とが、女性の活用を推進する上で重要である
との認識が深まった。 
研究成果については、学術論文の形にまと

め 、（ １ ） Review of Economics of the 
Household に公刊（近刊）、（２）『年金と経済』
に公刊、（３）IZA Journal of Labor Economics
に公刊（近刊）として刊行した。その他、コ
ンファレンス・研究成果会で発表し、一般メ
ディア（日本経済新聞、日経ビジネスオンラ
イン）でも掲載されている。 
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